
マイナ免許証が運用開始
■  ３月24日からマイナンバーカードと運転免

許証が一体化へ
昨年末からこれまでの健康保険証が発行され
なくなり、マイナンバーカードを健康保険証と
して使用するようになりました＊が、本年３月
24日からは運転免許証をマイナンバーカード
と一体化して使用できることとなります。
＊�保険証の更新時にマイナカードを持ってない
人は別途交付される「資格確認書」を医療機関
の窓口にて提示

■ 免許証は３タイプから選べます
免許証の持ち方は次の３パターンです。①免
許証（従来型）のみ、②マイナ免許証のみ、③免
許証とマイナ免許証の両方。
＊�運転時には免許証又はマイナ免許証のいず
れかを携帯しなければなりません。

■ マイナ免許証の手続きは
免許更新時に限らず希望すれ
ば運転免許センター等で手続き
ができます。（免許情報がマイナ
カードに記録される）

■ 免許情報の確認方法は
マイナカードには免許情報が記
載されないため、「マイナ免許証
読み取りアプリ」で読み取って確
認できるようになります。（レン
タカーの手続きなど、免許証の提
示が必要な場合に使用）

新
し
い
年
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
心
温
ま
る
御
支
援
に

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

西
暦
が
二
〇
〇
〇
年
を
刻
ん
だ
当
時
の
大
分

県
の
人
口
は
約
一
一
七
万
人
、
そ
れ
か
ら
四
半

世
紀
が
経
つ
今
年
は
一
〇
七
万
人
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
人
口
減
少
が
加
速
度
を

増
す
現
状
に
あ
り
、
百
万
人
大
分
県
の
維
持
を

め
ざ
し
、県
で
は
本
年
三
月
に
新
た
な
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大
分
県
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
十
年
間
の
地
方
創
生
の
取
組
を
総
括

し
、
新
た
な
視
点
か
ら
大
分
県
が
力
強
く
前
進

で
き
る
総
合
戦
略
と
な
る
よ
う
議
会
の
場
で
発

言
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
」（
き
の
と
み
）で
す
。

「
乙
」
は
十
干
の
二
番
目
で
「
草
木
が
伸
び
る
様

子
」、「
巳
」
は
「
脱
皮
を
繰
り
返
す
ヘ
ビ
は
不

老
不
死
の
シ
ン
ボ
ル
」を
表
す
こ
と
か
ら
、「
乙

巳
」
の
年
は
「
再
生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が

ら
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
」
年
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

米
国
は
干
支
と
は
縁
の
薄
い
国
で
す
が
、
ト

ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
と
し
て
再
生
し
国
際
情
勢

が
変
化
を
繰
り
返
す
年
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
昨
年
の
解
散
総

選
挙
で
政
治
勢
力
の
構
図
が
大
き
く
様
変
わ
り

す
る
な
ど
時
代
の
変
革
期
を
迎
え
る
今
、
大
分

が
発
展
し
県
民
の
幸
福
度
が
大
き
く
向
上
す
る

よ
う
本
年
も
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
五
年　

元
旦

振り返る2024年

１１月月
▷「広域交通ネットワーク整備が地域にもたらすもの」
（日本文理大学副学長：吉村充功 氏）、大分県警察年頭
視閲式、支え合いのまちづくりシンポジウム（清川町）

▶ホーバーターミナルおおいた現地見学会
15年ぶりの再就航となる
ホーバークラフト。ホー
バー旅客輸送は世界で二
つ、アジアで唯一。以前の
タイプより窓も広く座席
（80席）もゆったりで座り
心地も良くなりました。

２２月月
▷地方自治講演会「福澤諭吉の地方『分権論』」（慶應大

学名誉教授：小室正紀 氏）、空港活性化と空港コン
セッションに関する説明会、南大分まちづくり報告会

▶日韓友好のつどい
韓国映画「シークレット・ミッ
ション」のチャン・チョルス監
督、韓流スターも登場。圧巻は
韓国伝統のテコンドーの演舞。
（もの凄いジャンプ力でした）。

３３月月
▷連合大分2024春季生活闘争勝利総決起集会、東九州

自動車道「大分宮河内 IC ～臼杵 IC　４車線化事業
着工式典」、第１回定例県議会

▶自治体議員連合2024春闘街頭宣伝行動
全国的に賃上げムードは高
まっていますが、物価上昇分を
賃上げ率が追い越せていませ
ん。「政治とカネ」の問題は断
じて許されないと訴えました。

４４月月
▷田中優子 氏（法政大学名誉教授・前総長）講演会「江

戸時代から考える戦争とジェンダー」、（独法）国際協
力機構（JICA）訪問調査（東京都千代田区）

▶駐日ネパール大使館訪問調査（東京都目黒区）
急増する県内在留のネパー
ル人は約千人。県民クラブ
はネパールとの友好・交流
を深めています。ドゥルガ・
バハドゥール・スベディ特
命全権大使と意見交換。

５５月月
▷けんしん大学「エコアクション21認証登録制度とJク

レジット」（三浦逸朗 氏、桑野恭子 氏：ミウラクワノ
パート、ナーシップ）、大分政経懇話会「米大統領選挙
と内外経済展望」（吉崎達彦 氏：双日総合研究所チー
フエコノミスト）、国道210号改修促進協議会役員会

▶さがのせきビーチクリーンアップ作戦（こうざき海岸）
こうざき地区では毎月恒例
の海岸清掃活動ですが、こ
の日は佐賀関の９か所の海
岸で一斉清掃を展開。地区
内外から参加した多くのボ
ランティアにより見事にク
リーンアップされました。

大
き
な
変
革
期

力
強
く
前
進
す
る
年
に

１．住所変更等が簡単に！
氏名や住所の変更等の手続きは市町村役場に
届け出るだけで完了します。（免許センター
等での手続きは不要）

２．更新時講習がオンラインで受講可能！
オンライン更新時講習を24時間、どこでも受
講が可能となります。（マイナポータルと連携）

３．住所地以外での更新手続きが迅速化！
住所地以外の免許センターでの免許更新手
続きが迅速化されます。（即日完了）

４．更新手数料が格段に安く！
マイナ免許証は免許証（従来型）と比べて更
新手数料が安く設定されます。
例）免許証等更新手数料
　 マイナ免許証のみ　  ：２，１００円
　 免許証（従来型）のみ：２，８５０円

＼マイナ免許証のメリット／＼マイナ免許証のメリット／

2025- 初春
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公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

昨
年
の
秋
、
我
が
家
に

二
十
七
年
ぶ
り
に
赤

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
と
申
し
ま
し
て
も
、

私
の
子
ど
も
で
は
な
く
、

娘
の
里
帰
り
出
産
で
誕
生
し
た

赤
ち
ゃ
ん
で
私
に
と
っ
て
初
孫

と
な
り
ま
す
。
こ
の
上
な
い
感

動
の
出
来
事
で
し
た
▼
娘
の
夫

も
仕
事
先
は
県
外
で
す
が
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
た
め
ほ
と
ん
ど
大

分
の
我
が
家
に
い
ま
す
。
よ
っ

て
我
が
家
の
家
族
構
成
は
二
人

か
ら
一
気
に
五
人
へ
と
倍
増
以

上
に
な
り
ま
し
た
。Ｕ
タ
ー
ン
施

策
は
人
口
減
少
の
大
分
県
に

と
っ
て
大
き
な
躍
進
に
つ
な
が

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
▼
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

大
分
県
で
す
が
、
人
口
規
模
が

縮
小
す
る
こ
と
を
悲
観
し
て
ば

か
り
で
は
何
も
生
み
出
さ
れ
ま

せ
ん
。
表
面
に
記
載
し
て
い
る

大
分
県
の
新
し
い
地
方
創
生
の

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
発
想
の
転
換
が
必
要

で
す
▼
考
え
て
見
る
と
、
大
分

県
よ
り
面
積
の
大
き
い
高
知
県

は
す
で
に
六
〇
万
人
中
盤
ま
で

人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、「
鰹

の
た
た
き
」
で
賑
わ
う
「
ひ
ろ

め
市
場
」
や
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」

で
街
中
が
湧
き
上
が
る
同
県
に

は
力
強
い
魅
力
を
感
じ
ま
す
▼

危
機
管
理
の
要
諦
は
、
最
悪
の

事
態
に
備
え
る
事
。
人
口
減
少

し
て
も
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
で
き
れ
ば

結
果
的
に
人
を
惹
き
つ
け
る
こ

と
に
な
る
は
ず

で
す
。
次
期
総

合
戦
略
に
は
そ

の
考
え
方
を
書

き
込
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

竹の子記

６６月月
▷豊肥・地域高規格道路建設促進期成会総会（竹

田市）、連合大分「拡大政策・制度委員会」、第２
回定例県議会

▶第49回部落解放・人権西日本夏期講座（別府市）
あらゆる差別撤廃
と人権確立に向け
て今年は大分県で
開催。西日本各地
から会場溢れんば
かりの人々が集ま
る。

７７月月
▷連合大分「平和行動 in 大分」、中九州・地域高規

格道路促進期成会総会（竹田市）、社会を明るく
する運動大分市推進大会、県民クラブ「地域課
題研究 in 西部地域」（九重町、玖珠町、日田市）

▶第64回地方自治研究大分県集会（日田市）
令和２年７月豪雨で大変
な被害を受けた天ヶ瀬温
泉。かつての賑わいを取
り戻そうと、移住した若
者らが中心となって互い
に励まし合いながらイベ
ントの開催等に尽力。

８８月月
▷夏休み子ども議会見学、大分政経懇話会「南蛮貿

易の玄関口、豊後府内」講師：東京大学史料編纂
所教授　本郷和人 氏、空港コンセッション導入
に関する勉強会、大分県台湾プロモーション、夏
休みは県議会へ行こう！夏休み子ども議会見学

▶県民クラブ「高校のあり方を考える研究会」視
察調査（広島市、高知市）
少子化の進行で県
内の多くの高校で
入学定員割れが続
き、存続が危ぶまれ
る状況。遠隔授業
や全国募集等に取
り組む先進事例を
調査。

９９月月
▷第３回定例県議会、大分県民スポーツ大会総合

開会式（中津市：ダイハツ九州アリーナ）、大友
氏顕彰フォーラム in 大分、第３回定例県議会閉
会

▶大分県戦没者追悼式（別府市：ビーコンプラザ）
先の大戦で日本全国の戦没者数は310万人（県
内は44,458人）を
超える。今なお世
界ではウクライナ
や中東等で紛争が
続くなか、恒久平和
の実現に向け不断
の努力を重ねるこ
とを心に深く刻む。

1010月月
▷ OITA サイクルフェス、大分政経懇話会「物流

の2024年問題とその対応に向けて」講師：日本
ロジスティクシステム協会　松井 拓 氏、石棺
様まつり、ツール・ド・九州2024（日田市）

▶議会運営委員会県外所管事務調査（宮城県仙台
市、福島県福島市）

東日本大震災で多大
な被害を受けた両県
の県議会を訪問。３
月11日は議会開会
中に大地震が発生。
被災当時の議会運営
の対応方法を調査。

1111月月
▷「おおいた教育の日」推進大会（由布市）、大分

みなと祭り、大分大学ホームカミングデー、第
43回全国豊かな海づくり大会（別府市）、LIFE 
WORLD PROJECT「橋本昌彦を囲む会」

▶文教警察常任委員会県外所管事務調査（岩手県
盛岡市、北海道札幌市・夕張市）
定員割れが続く公立高校の全国募集に取り組む
岩手県教育委員会
と北海道立夕張高
校からヒアリング。
北海道胆振東部地
震によるブラック
アウト時の警察の
対応を調査。

1212月月
▷第４回定例県議会、豊府校区防災士研修会
▶大分県飲酒運転根絶フェア
「飲酒・酒気帯び」
運転は何であろ
うと厳禁です。飲
み会の翌朝の運転
前には念には念を
入れてアルコール
チェックの徹底を。

〈
質
問
項
目
〉

一
．�

産
業
・
地
域
振
興

①�

半
導
体
関
連
産
業
の
振
興

②�

一
村
一
品

二
．�

Ｄ
Ｘ
の
推
進

三
．�

宿
泊
税

四
．�

青
少
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

五
．�

住
宅
耐
震
化
の
促
進

六
．�

米
の
生
産
拡
大

七
．�

消
防
・
救
急
医
療
体
制
の

充
実
強
化

①�

消
防
本
部
の
体
制
強
化

②�

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

－

半
導
体
関
連
産
業
の
振
興

－

木
田�
半
導
体
メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
が
起
爆
剤
と

な
り
、
九
州
の
各
自
治
体
が
半

導
体
関
連
の
投
資
を
呼
び
込
も

う
と
取
組
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
内
の
半
導
体
関
連
企
業

の
投
資
額
を
み
る
と
、
本
県
は

域
内
で
最
も
低
い
よ
う
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
、
他
県
に
後
れ
を
と

る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
半
導
体
関
連
産
業
の
振
興
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁�

本
年
八
月
の
台
湾
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
は
、
台
湾
企

業
の
誘
致
を
目
的
に
初
め
て
企

業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

産
業
集
積
が
進
む
本
県
の
魅
力

や
産
業
用
地
、
中
九
州
横
断
道

路
の
整
備
状
況
等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。
早
速
、
複
数
の
台
湾

の
半
導
体
関
連
企
業
か
ら
進
出

に
関
す
る
問
合
せ
を
受
け
る
な

ど
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。関
係

市
町
村
等
と
も
連
携
し
、県
内
へ

の
立
地
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

�

木
田
の
意
見

木
田
の
意
見
■

近
々
の
う
ち
に

大
分
で
大
き
な
産
業
投
資
が

起
き
る
姿
を
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

－

Ｄ
Ｘ
の
推
進

－

木
田�

地
場
で
は
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
を
構
想

し
て
い
る
企
業
も
あ
れ
ば
、
地

元
大
学
に
お
い
て
も
新
た
に
Ｄ

Ｘ
人
材
育
成
基
盤
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
科
に
設
け
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　
本
県
で
も
、デ
ジ
タ
ル
の
力
で

県
民
と
地
域
、行
政
、企
業
を
つ

な
ぎ
、
暮
ら
し
の
利
便
性
を
高

め
、
域
内
経
済
の
好
循
環
と
地

域
活
性
化
を
目
指
す
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
の
構
築
を
急
ぐ
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
推
進
体
制
の
構
築

を
含
め
、
本
県
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁�

市
町
村
と
の
デ
ー
タ
連

携
や
産
学
官
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
協
力

は
い
く
つ
か
進
ん
で
き
て
は
い
る

が
、更
に
広
域
的
な
Ｄ
Ｘ
の
取
組

が
必
要
。
そ
の
た
め
、
県
と
市

町
村
と
で
構
成
す
る
デ
ー
タ
利

活
用
に
関
す
る
協
議
会
に
お
い

て
先
進
事
例
の
共
有
や
意
見
交

換
等
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続

き
、九
州
各
県
や
市
町
村
、企
業

や
大
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
と
連
携
を
図
り
、
県
内
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
。

�

木
田
の
意
見

木
田
の
意
見
■

Ｉ
Ｔ
人
材
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
の
人
材
確
保
対

策
が
必
要
。

－

青
少
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

－

木
田�

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ネ
ッ
ト

交
流
サ
ー
ビ
ス
）の
利
用
を
巡
る

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
健
康
上
の

影
響
等
が
指
摘
さ
れ
、海
外
で
は

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
未
成

年
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
を
規
制
す

る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
上
の
危
険
性

に
関
し
て
は
、
国
は
も
と
よ
り

自
治
体
に
お
い
て
も
更
な
る
対

策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、青
少
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

適
正
利
用
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
生
活

環
境
部
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ネ
ッ
ト
利

用
に
あ
た
っ
て
は
利
便
性
と
危

険
性
の
両
面
を
正
し
く
理
解

し
、、
安
全
安
心
に
活
用
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
青
少

年
の
ネ
ッ
ト
利
用
の
実
態
を
把

握
し
、
年
齢
や
環
境
に
応
じ
た

ル
ー
ル
づ
く
り
の
定
着
に
加
え
、

青
少
年
と
保
護
者
に
対
す
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
適
正
利
用
へ
の
理
解
促

進
に
取
り
組
む
。

�

木
田
の
意
見

木
田
の
意
見
■

研
修
等
の
対
策

で
は
も
は
や
限
界
。
子
ど
も

達
の
将
来
を
守
る
た
め
国
に

よ
る
規
制
に
つ
い
て
知
事
会
等

か
ら
問
題
提
起
す
べ
き
。
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